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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平
成
　
年
度
国
民
健
康
保
険
税

24

課
税
限
度
額
の
改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
の
公
布
に
伴
い
、
市
の
条

例
が
改
正
さ
れ
、
平
成
　
年
度
国
民

24

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
（
課
税

の
上
限
額
）
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

（
詳
し
く
は
左
表
を
参
照
）。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
額
が
改

正
前
の
限
度
額
に
達
し
て
い
な
い
世

帯
は
、
今
回
の
変
更
に
よ
る
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
所
得
階
層
に
つ
い
て
は
、

家
族
構
成
や
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内
線

2
8
1
～
2
8
4
）。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
査

費
用
を
助
成

■対 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
る
人
。

②
市
で
実
施
す
る
健
康
診
査
を
受
診

し
た
人
（
脳
ド
ッ
ク
の
み
の
検
査
は

対
象
と
な
り
ま
す
）。

胸
助
成
額
…
次
の
と
お
り
。

毅
人
間
ド
ッ
ク
…
検
査
費
用
の
2
分

だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
ま
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
、
市
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
の

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
を

後
払
い
で
き
る
制
度
で
す
。

　
承
認
期
間
に
支
払
い
が
な
く
て
も
、

未
納
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
在
学

中
に
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
で
も
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
承
認
期
間
は
、
平

成
　
年
4
月
～
平
成
　
年
年
3
月
）。
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25

　
こ
の
制
度
の
申
請
は
、
毎
年
度
必

要
で
す
。
昨
年
度
に
申
請
し
た
人
も
、

必
ず
再
度
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
継
続

申
請
の
は
が
き
が
届
い
た
人
に
つ
い

て
は
、
は
が
き
で
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
に
該
当
し
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
学
生
特
例
承
認
期
間
分
の
追
納
】

　
　
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

10
て
追
納
が
可
能
で
す
。

加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が

変
わ
っ
た
ら
届
出
を

　
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
変
更
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
に
加

入
す
る
と
き
は
、
市
へ
届
出
が
必
要

で
す
】

・
会
社
を
退
職
し
た
と
き
（
被
扶
養

配
偶
者
も
同
様
）

・
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

（
収
入
増
や
離
婚
）
な
ど
。

【
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
と
な

る
と
き
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
】

・
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き

（
結
婚
や
退
職
な
ど
）。

・
配
偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き

な
ど
。

　
第
3
号
被
保
険
者
が
第
1
号
被
保

険
者
に
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
必
ず

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
届
出
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記

ま
で
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
）。

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

が
お
得
で
す

　
平
成
　
年
4
月
か
ら
平
成
　
年
3

24

25

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
1
4
街
9
8
0
円
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、
銀
行
や
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
付
方
法
と
し
て
、
年
度
内
の
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
の
で

き
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
前
納
は
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間

や
時
間
も
省
け
ま
す
。
し
か
も
割
引

（
年
間
3
街
1
9
0
円
）
も
あ
り
、
大

変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
も
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
口

座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
納
付
の
お
申
し
込
み
は
国
保
年

金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
ま
た
は
印

旛
支
所
・
本
埜
支
所
で
お
手
続
き
く

.jp

）。

怯
チ
ャ
リ
テ
ィ
市
民
ゴ
ル
フ
大

会■時 
5
月
　
日
峨
。

29

■場 
総
武
カ
ン
ト
リ
ー
・
印
旛
コ
ー
ス
。

■対 
市
内
在
住
の
人
。

■定 
1
6
0
人
。

■費 
3
街
5
0
0
円
（
プ
レ
ー
代
、
昼

食
代
な
ど
は
別
途
）。

■申 
4
月
1
日
蚊
～
5
月
　
日
臥
に
ツ

12

イ
ン
ズ
（
緯
碓36 
7
6
9
8
）、
ア
リ
ス

ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
（
緯
碓47 
1
2
0

0
）、
木
下
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 

6
9
9
0
）
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
地
区
担
当
・
谷
（
■携 
0
9
0

―
8
8
7
2
―
1
3
5
6
）、
本
埜

地
区
担
当
・
柴
田
（
■携 
0
9
0
―
3

0
8
1
―
5
9
9
4
）、
印
西
地
区

担
当
・
武
藤
（
■携 
0
9
0
―
3
5
9

4
―
0
1
2
7
）。

怯
テ
コ
ン
ド
ー
ク
ラ
ブ
員
募
集

　
韓
国
の
武
術
で
、
華
麗
な
足
技
が

魅
力
の
テ
コ
ン
ド
ー
。
一
緒
に
心
身

と
も
に
鍛
え
ま
せ
ん
か
。
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
も
新
設
さ
れ
ま
す
。

■時 
毎
週
火
曜
日
・（
キ
ッ
ズ
）
午
後

5
時
　
分
～
6
時
　
分
、（
大
人
）
午

10

30

後
6
時
　
分
～
7
時
　
分
。

30

50

■場 
桜
台
セ
ン
タ
ー
（
白
井
市
）。

■問 
木
村
（
■携 
0
9
0
―
5
5
7
2
―

2
9
0
5
・
■メール 7

ao
k
i.k
@
g
m
ai

l.co
m

）。

怯
遺
言
・
相
続
の
無
料
法
律
相

談
会
　
遺
言
の
書
き
方
、
相
続
問
題
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
（
面
接

相
談
・
一
人
　
分
）。

45

■時 
4
月
　
日
俄
・
午
後
1
時
～
4
時
。

16

■場 
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
千
葉
（
千

葉
市
）。

■定 
　
人
。

40
■申 
電
話
で
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
4

3
―
2
2
7
―
8
9
5
4
）
へ
（
先

着
順
）。

■問 
千
葉
県
弁
護
士
会
（
緯
0
4
3
―

2
2
7
―
8
4
1
3
）。

怯
健
康
太
極
拳
会
員
を
募
集

　
伝
統
あ
る
太
極
拳
で
一
緒
に
体
質

改
善
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
週
金
曜
日
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■問 
千
葉
Ｎ
Ｔ
健
康
太
極
拳
教
室
・

伊
藤
（
緯
碓42 
2
7
1
5
）、
秋
山
（
緯

碓46 
3
5
3
3
）。

怯
キ
ャ
ン
バ
ス
の
会「
油
絵
無
料

講
習
会
」

　
絵
の
好
き
な
人
、
油
絵
に
興
味
の

あ
る
人
、
描
く
楽
し
さ
を
一
緒
に
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
4
月
　
日
画
、　
日
画
・
い
ず
れ

20

27

も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■費 
画
材
の
あ
る
人
は
持
参
。
な
い
人

は
実
費
1
街
0
0
0
円
で
用
意
。

■申 
4
月
　
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
。

10

■問 
キ
ャ
ン
バ
ス
の
会
・
吉
水
（
緯
碓47 

3
3
4
2
）、
布
津
（
緯
碓85 
8
4
5

6
）。

怯
深
澤
功
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
リ
サ
イ
タ
ル

　
プ
ロ
演
奏
家
・
深
澤
功
氏
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■時 
4
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
（
開

21

場
は
1
時
～
）。

■場 
白
井
市
文
化
会
館
（
中
ホ
ー
ル
）。

■内 
シ
シ
リ
ア
ー
ノ
（
フ
ォ
ー
レ
）、
メ

ロ
デ
ィ
（
グ
ル
ッ
ク
）、
エ
レ
ジ
ー

（
ボ
ッ
テ
ジ
ー
ニ
）
ほ
か
全
　
曲
。

12

■費 
2
街
0
0
0
円
（
全
席
自
由
）。

※
収
益
金
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
金
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
ほ
か

へ
寄
付
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
S
I
N
C
S
事
務
局
・
平
田
（
■携 

0
8
0
―
4
7
2
7
―
8
7
1
8
・

■メール sin
cs_
sin
cs@
y
ah
o
o
.co

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

パ
ー
ト
衛

胸国民健康保険税の課税限度額胸
改正現行区分

51万円50万円基礎課税額

14万円13万円
後期高齢者
支援金等
課税額

12万円10万円介護納付金
課税額

77万円73万円計（年税額）

の
1
（
3
0
街
0
0
0
円
限
度
）。

毅
脳
ド
ッ
ク
…
検
査
費
用
の
2
分
の

1
（
2
0
街
0
0
0
円
限
度
）。

■申 
検
査
医
療
機
関
に
予
約
後
、
検
査

を
受
け
る
一
週
間
前
ま
で
に
申
請

（
申
請
書
は
左
記
窓
口
、
印
旛
支
所
・

本
埜
支
所
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

※
受
検
後
の
申
請
で
は
、
検
査
費
用

の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
申
請
は
、
被
保
険
者
証
・
印
鑑
を

持
参
し
、
左
記
窓
口
ま
た
は
印
旛
支

所
・
本
埜
支
所
の
市
民
福
祉
課
の
窓

口
で
お
願
い
し
ま
す
（
郵
送
可
）。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

　
な
お
、
3
年
目
以
降
は
、
当
時
の

保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
追
納
し
な
い
場
合
に
は
、

将
来
に
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
分
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
追
納
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
は
、
年
金
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■対 
大
学
（
院
）・
短
大
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
に
在
学
の
人
、
各

種
学
校
の
1
年
以
上
の
課
程
に
在
籍

し
て
い
る
人
（
海
外
の
学
校
の
学
生

を
除
く
）
で
本
人
の
前
年
所
得
が
1

1
8
万
円
以
下
の
人
。

■申 
新
年
度
有
効
な
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
・
年
金
手

帳
・
認
め
印
を
持
参
し
、
市
国
保
年

金
課
ま
た
は
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所

ま
で
。

　
郵
送
の
場
合
は
、
申
請
書
を
記
入

し
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学

証
明
書
を
添
付
し
て
市
国
保
年
金
課

へ
郵
送
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
、
市
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

　
4
月
1
日
か
ら
市
内
6
つ
の

自
転
車
駐
車
場
（
木
下
駅
北
口
・

小
林
駅
南
口
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
中
央
駅
南
北
口
・
印
西
牧
の
原

駅
南
北
口
）
の
管
理
を
、
花
日
本

駐
車
場
工
学
研
究
会
が
行
い
ま

す
。
　
そ
れ
に
伴
い
、
使
用
料
の
支
払

い
が
自
転
車
駐
車
場
で
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
定
期
使
用
】

胸
受
付
窓
口
…
使
用
す
る
自
転

車
駐
車
場
で
申
請

胸
受
付
時
間
…
次
の
と
お
り
。

臼
4
月
1
日
蚊
・
午
前
9
時
～
午

後
5
時
。

渦
4
月
2
日
俄
以
降
の
平
日
・
午

前
6
時
～
　
時
、
午
後
4
時
～
9

11

時
。

嘘
土
・
日
曜
日
、
祝
日
・
午
前
8

時
～
正
午
。

胸
使
用
期
間
…
申
請
日
当
日
（
使

用
料
を
支
払
っ
た
日
）
～
平
成
　25

年
3
月
　
日
。
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胸
使
用
料
の
支
払
い
…
各
自
転

車
駐
車
場
で
支
払
い
が
可
能
で

す
。

○伺 
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
受

け
付
け
は
、
自
転
車
駐
車
場
で
行

い
ま
す
。

【
一
時
使
用
】

　
券
売
機
で
一
時
使
用
の
シ
ー

ル
を
購
入
し
、
自
転
車
な
ど
に
張

り
付
け
た
後
、
一
時
使
用
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。

※
定
期
使
用
お
よ
び
一
時
使
用

の
料
金
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
。

※
自
転
車
駐
車
場
に
は
、
防
犯
対

策
と
し
て
　
時
間
作
動
す
る
防

24

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■問 
花
日
本
駐
車
場
工
学
研
究
会

（
指
定
管
理
者
・
緯
0
3
―
3
5

9
1
―
7
1
6
5
）、
市
民
安
全

課
市
民
安
全
班
（
緯
内
線
7
1

2
）。

4月1日から自転車駐車場4月1日から自転車駐車場のの
管理者が替わりま管理者が替わりますす

（１５）平成２４年（２０１２）４月１日号

年
金


